
木
い
ち
ご
の
会
（
生
け
花
）
 

B

毎
月
第
3
金
曜
日
、午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
／
C
八
幡
公
民
館
ほ
か
／

G

講
師
＝
小
沢
一
榮
さ
ん
／
H

2
0

0
0
円（
月
会
費
、花
代
を
含
む
）／
I

加
藤
蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
7
＝
0
5
5
6
 

 木
彫
り
の
会
 

　
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
皆
さ
ん
で

木
彫
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
 

B
毎
月
第
3
水
曜
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
2
時
間
程
度
／
C

や
し
お
生
涯

楽
習
館
ほ
か
／
G

講
師
＝
西
島

代

子
さ
ん
／
A

彫
刻
刀
／
H

月
会
費
1

0
0
0
円
（
ほ
か
に
材
料
費
）
／
I
岡

蕁
9
9
7
＝
0
4
3
5
 

 彩
の
国
　
地
域
Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
3
 

B
7
月
27
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
30
分
（
相
談
受
付
9
時
30
分
〜
・
講

演
受
付
0
時
30
分
〜
）
／
C
越
谷
市
中

央
市
民
会
館
5
階
・
越
谷
駅
東
口
か

ら
徒
歩
8
分
／
G

講
演
会「
お
金
の
話

し
あ
れ
こ
れ
」
・
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
無
料
相

談
会
／
F

1
0
0
人（
要
予
約
）／
H

無
料
／
I
日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
蕁
0
4
8
＝

6
5
0
＝
2
6
6
7
 
 

社
交
ダ
ン
ス
 

　
少
し
で
き
る
方
、
基
礎
を
中
心
に
レ

ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
 

B
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9
時
／

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
H
月
会

費
4
5
0
0
円
／
I
市
川
蕁
9
9
5
＝

2
2
0
6
 

 八
潮

新
体
操
ク
ラ
ブ
 
 

B
毎
週
土
曜
日
①
午
後
1
時
30
分
〜
2

時
30
分
②
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

／
C
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
ま

に
て
ほ
か
／
E
幼
稚
園
児
〜
小
学
校
4

年
生
／
H
入
会
金
1
0
0
0
円
・
月
会

費
2
5
0
0
円（
体
験
1
回
無
料
）
／

I
浅
野
蕁
9
9
8
＝
5
1
2
8
（
午
後

3
時
以
降
）
 

 行
政
書
士
相
談
会
 

B

7
月
6
日
豸
、午
前
10
時
〜
午
後
3

時
／
C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
／
G
い
ろ

い
ろ
な
許
認
可
申
請
相
談
、各
種
契
約

書
、遺
言
相
続
な
ど
・
外
国
人
に
関
す
る

相
談（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、入
国
、在
留
、雇
用
、

国
際
結
婚
、
身
分
関
係
な
ど
）
そ
の
他

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／

H
無
料
／
I
埼
玉
県
行
政
書
士
会
草
加

支
部
・
冨
岡
蕁
9
4
1
＝
3
9
8
4
 

 

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

ゆ
ず
り
ま
す
　
ベ
ビ
ー
カ
ー
Ｂ
型（
3
千
円
）、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ（
5
千
円
）、キ
テ
ィ
衣
装

ケ
ー
ス（
5
百
円
）、お
も
ち
ゃ
箱
二
段
式（
5
百

円
）、お
も
ち
ゃ
箱
二
段
式（
3
百
円
）、弁
慶
・

牛
若
丸
人
形（
無
料
）、か
ぶ
と（
無
料
）、簡
易
マ

ッ
サ
ー
ジ
イ
ス（
3
千
円
〜
5
千
円
）
 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
自
転
車
18
イ
ン
チ（
男

子
用
）、ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
4
本
糸
 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を

い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6

Jｒ 

■文化スポーツセンター会議室の廃止　今までご利用いただいた文化スポーツセンターの第１・第２会議室は、改修し、「八潮市立だいばら児童館」
として生まれ変わりますので、７月１日以降は使用できなくなります。I文化スポーツセンター蕁９９６―５１２６ 

　
県
で
は
、
都
市
計
画
の
原
案
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
に
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

  B
9
月
2
日
貂
、
午
後
2
時
 

※
公
述
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会

は
中
止
（
7
月
23
日
に
決
定
）
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

D
7
月
22
日
ま
で
に
、
公
述
（
公
聴
会
で

意
見
を
述
べ
る
こ
と
）
を
希
望
す
る
方
は
、

公
述
申
出
書
を
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
希
望
者
が

多
い
場
合
は
、
公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

※
公
聴
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
　
公
述

申
出
書
の
様
式
は
、
下
記
の
閲
覧
場
所
で

配
布
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
 

  「
草
加
都
市
計
画
　
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
」
 

「
草
加
都
市
計
画
　
区
域
区
分
の
変
更
」
 

  B

7
月
8
日
貂
〜
22
日
貂
、
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
 

C

八
潮
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、
草
加
市

都
市
計
画
課
、
三
郷
市
都
市
計
画
課
、

埼
玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
越
谷
県

土
整
備
事
務
所
、
埼
玉
県
都
市
計
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.pref.sa 

itam
a.jp/A08/BJ00/core.htm

l

）
 

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
3
2
0

　判決結果  
　５月28日、オウム真理教（アーレフに改
称）による転入届不受理処分取消等請求
事件（第２次訴訟）の判決の言い渡しが
ありました。 
　判決の結果は、原告（オウム信者）15人に
対し、総額１５０万円（一人当たり10万円）
の損害賠償の支払いが言い渡されました。 
 

　市の対応  
　判決は、オウム信者の居住実態の具体性
が欠けていると考えられるため、市では、
６月11日東京高等裁判所に控訴しました。 
　なお、オウム対策については、従来と同
様に市民、議会、行政が三位一体となって
オウム真理教の退去に向け、全力を尽くし
ていきたいと考えています。 

 

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
 

　
在
宅
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
の

方
や
重
度
身
体
障
害
の
方
に
対
し
、
在
宅

支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
 

B
7
月
23
日
貉
・
24
日
貅
・
25
日
貊
の
3

日
間
の
い
ず
れ
か
1
日
（
実
施
日
は
後
日

連
絡
）
 
 

E
65
歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

状
態
に
あ
る
高
齢
者
お
よ
び
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
か
2
級
を
お
持
ち
の
重
度
身
体

障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
に
お
い
て
布
団
を

干
す
こ
と
が
困
難
な
方
 

G
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
丸
洗
い
・
殺
菌
※
当
日
、
委

託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
し
ま
す
。
 

H
無
料
 

D
7
月
10
日
ま
で
に
、
市
役
所
⑧
・
⑨
番

窓
口
へ
（
代
理
申
請
可
）
 
 

※
5
月
ま
で
に
、
1
年
分
申
請
さ
れ
た
方

は
今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
枚
数
を
変
更
す
る
場
合
は
7
月
10
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 
 

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
2
1
8
・
児
童

障
害
課
蕁
A
4
2
8
 

「
ほ
っ
と
、
ド
リ
ー
ム
号
」
 

 
ル
ー
ト
臨
時
変
更
 

　
大
瀬
の
氷
川
神
社
祭
礼
の
た
め
、
公
共

施
設
循
環
バ
ス（
ほ
っ
と
、ド
リ
ー
ム
号
）
 

南
回
り
の
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す
。
 

※
「
消
防
署
大
瀬
出
張
所
前
」
「
中
川
小

学
校
」
の
2
カ
所
の
停
留
所
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
「
潮
止
橋
」
「
潮
止
橋
北
」

の
停
留
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 
 

B
7
月
1
日
貂
・
2
日
貉
、
終
日
 
 

I

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
蕁
A

3
2
8
 
 

 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

▼
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
蕁
9
3
6
＝
6
8
 

2
4
）
 

B
6
月
29
日
豸
、
午
後
6
時
〜
9
時
・
7

月
3
日
貅
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
・
4

日
貊
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

▼
寿
楽
荘
（
蕁
9
9
5
＝
2
8
4
7
）
・

す
え
ひ
ろ
荘
（
蕁
9
3
6
＝
9
1
8
1
）
 

B
7
月
5
日
貍
 

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
3
6

＝
0
5
0
7
）
 
 

B
7
月
5
日
貍
・
6
日
豸
 
 

▼
ゆ
ま
に
て
（
蕁
9
9
6
＝
0
1
2
3
）
 

B
8
月
8
日
貊
〜
12
日
貂
 

 

県
内
で
購
入
を
！
 

 

市
町
村
振
興
宝
く
じ
 

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
7
月
14
日

か
ら
8
月
1
日
ま
で
発
売
し
ま
す
。
 
 

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
都
道
府
県

の
売
上
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
、
市
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
県
内
で
の
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

I
財
政
課
蕁
A
4
7
7
 
 

 

内
職
の
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
 

　
市
で
は
、
内
職
に
関
す
る
求
人
・
求
職

の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
内
職
を
希
望
す
る
方
が
多
く
、

内
職
の
仕
事
（
求
人
）
が
特
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
内
職
の
求
人
を
し
て
い
る
事
業

主
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6
 
 

（
甲
種
）
防
火
管
理
者
 

 
資
格
取
得
講
習
会
 

B
8
月
26
日
貂
・
27
日
貉
、
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
（
2
日
間
）
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

F
50
人
（
申
込
順
）
 

H
3
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
）
 

D
7
月
1
日
か
ら
31
日
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）
ま
で
に
、

申
込
書
に
受
講
料
、
写
真
1
枚
を
添
え
て

消
防
本
部
予
防
課
（
蕁
9
9
6
＝
0
1
3
 

4
）
へ
 

 

古
式
銃
砲
・
刀
剣
類
の
登
録
審
査
　
 

　
未
登
録
の
古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
を

お
持
ち
の
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
発

見
の
届
出
を
済
ま
せ
た
う
え
、
県
教
育
委

員
会
の
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
 

B
7
月
1
日
貂
、
9
月
24
日
貉
・
11
月
12

日
貉
・
平
成
16
年
1
月
13
日
貂
・
3
月
8

日
豺
、
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
・
午
後
1

時
〜
3
時
 

C
県
庁
第
3
庁
舎
（
4
階
講
堂
）
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高
砂
3
―
15
―
1
 

A
①
登
録
を
希
望
す
る
古
式
銃
ま
た
は
刀

剣
類
②
刀
剣
類
（
古
式
銃
）
発
見
届
出
済

証
お
よ
び
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
通
知
書
 

H
1
件
に
つ
き
6
3
0
0
円
の
埼
玉
県
収

入
証
紙
（
審
査
手
数
料
）
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
 

 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

　
7
月
は
、
第
53
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
月
間
で
す
。
 

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
 

I
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
更
生
保
護
振
興

課
蕁
0
4
8
＝
8
6
1
＝
8
2
8
7
 

 

労
働
者
を
応
援
！
 

　
厚
生
省
で
は
、
不
況
対
策
の
一
環
と
し

て
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
 

○
離
職
者
の
雇
い
入
れ
に
対
す
る
奨
励
金

の
支
給
、
実
践
的
な
教
育
訓
練
の
実
施
 

○
民
間
再
就
職
支
援
会
社
を
活
用
し
た
再

就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
労
働
移
動

支
援
に
関
す
る
助
成
金
支
給
な
ど
を
実
施
 

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/gener 

al/seido/syokuan/saisei.htm
l 

創
業
支
援
制
度
 

○
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
う
法
人
を

設
立
し
、
非
自
発
的
離
職
者
（
65
歳
未
満
）

を
3
人
以
上
常
時
雇
用
し
た
場
合
に
、
新

規
創
業
に
係
る
経
費
お
よ
び
労
働
者
の
雇

入
れ
に
つ
い
て
支
援
す
る
地
域
雇
用
受
皿

事
業
特
別
奨
励
金
 
 

○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
自
ら
が
創
業

し
、
創
業
後
1
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
適

用
事
業
の
事
業
主
と
な
っ
た
場
合
に
、
創

業
に
要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
制
度
な
ど

を
実
施
※http://w

w
w
.m
hlw
.go. 

jp/general/seido/josei/sougy 
ou/index.htm

l 

I
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

蕁
0
4
8
＝
6
0
0
＝
6
2
0
9
 

 

受
動
喫
煙
防
止
の
ご
協
力
を
 

　
喫
煙
は
、
喫
煙
者
の
み
な
ら
ず
周
囲
の

非
喫
煙
者
の
健
康
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
受
動
喫
煙
）
。
 

　
5
月
1
日
か
ら
、
健
康
増
進
法
が
施
行

さ
れ
、
学
校
、
病
院
、
劇
場
、
集
会
場
、

百
貨
店
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
な
ど
、

多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る

方
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
施
設
内
の
分
煙
や
禁

煙
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

I

保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
5
＝
3
3
8

1
 
 

 

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
 

 

実
務
研
修
受
講
試
験
 

B
10
月
26
日
豸
、
午
前
10
時
 

C
獨
協
大
学
 

E
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
原
則
と
し

て
合
計
5
年
以
上
（
9
0
0
日
以
上
）
の

実
務
経
験
の
あ
る
方
 

H
受
験
手
数
料
7
0
0
0
円
 

D
7
月
14
日
か
ら
8
月
4
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
簡
易
書
留
で
。
詳
し
く
は

受
験
案
内
（
7
月
1
日
か
ら
、
市
高
齢
い

き
が
い
課
で
配
布
）
を
参
照
 
 

I
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
研
修
・

人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
課
蕁
0
4
8
＝
8
2

4
＝
3
1
1
1
 

 

綾
瀬
川
水
質
浄
化
に
関
す
る
 

 

計
画
内
容
の
閲
覧
 

　
綾
瀬
川
の
か
つ
て
の
清
流
を
取
り
戻
そ

う
と
、
流
域
の
13
市
区
町
・
東
京
都
・
埼

玉
県
・
国
土
交
通
省
で
構
成
す
る
、
綾
瀬

川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
地
域
協
議
会
で

は
、
水
質
浄
化
に
つ
い
て
、
流
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
 
 

B
7
月
1
日
貂
〜
12
月
25
日
貅
、
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
･
日
・
祝

日
を
除
く
）
 
 

C
市
環
境
課
窓
口
 

G
①
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
行
動

計
画
②
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
―

住
民
意
見
の
募
集
と
反
映
―
の
閲
覧
 

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
国
土
交

通
省
江
戸
川
工
事
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
み
ら
れ
ま
す
。http://w

w
w
.kt 

r.m
lit.go.jp/edogawa/ 

I
環
境
課
蕁
A
3
3
8
 
 

 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
表
彰
 

　
県
で
は
、
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る

こ
と
の
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

従
業
員
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る
事
業

所
を
表
彰
し
ま
す
。
 

応
募
の
対
象
に
な
る
事
業
所
 

①
女
性
の
能
力
活
用
の
た
め
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
 

②
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
 

め
、
法
を
上
回
る
処
遇
を
行
う
な
ど
独
自

の
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
が
活
用
さ
れ
て
い

る
事
業
所
 

③
そ
の
他
、
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
 

D
8
月
22
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
総
務
部
男

女
共
同
参
画
課
（
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝

2
9
2
7
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
8
3
0
＝

4
7
5
5
）
へ
 

     

イ
ソ
ダ
隊
長
と
行
く
　
夏
休
み
 

 

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
探
検
！
 

B
8
月
1
日
貊
、
午
後
2
時
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
ふ
だ
ん
決
し
て
お
見
せ
し
な
い
、
舞
台

の
裏
側
を
大
公
開
 

F
10
人
（
申
込
順
）
 

H
5
0
0
円
（
保
険
料
）
 

D
6
月
26
日
か
ら
7
月
25
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁
9

9
8
＝
2
5
0
0
）
へ
　
　
 
 

 

囲
碁
講
座
 

B
7
月
13
日
〜
12
月
28
日（
毎
週
日
曜
日
）、

午
前
10
時
〜
正
午
 
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
囲
碁
の

で
き
る
小
学
生
以
上
の
方
 

G
榊
原
三
喜
雄
七
段
に
よ
る
講
義
、
解
説
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
7
月
7
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
協

会
（
蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
）
へ
 

 

地
域
防
災
の
た
め
に
 

　
地
域
防
災
は
、
私
た
ち
市
民
が
主
体
的

に
行
う
も
の
で
す
。
災
害
時
や
救
急
時
に

ど
ん
な
対
応
が
必
要
か
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

①
普
通
救
命
講
習
会
 

B
7
月
13
日
豸
、
午
前
9
時
（
午
前
8
時

50
分
中
央
公
園
に
て
開
会
式
）
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

G
消
防
署
か
ら
講
習
修
了
書
を
交
付
 

②
防
災
知
識
講
座
 

B
7
月
13
日
豸
、
午
後
1
時
 
 

G
い
ざ
と
い
う
時
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
れ
ば
よ
い
か
を
学
ぶ
 
 

③
地
震
体
験
講
座
 

B
7
月
13
日
豸
、
午
後
1
時
 
 

G
起
震
車
に
乗
り
地
震
の
体
験
を
し
、
地

震
対
策
に
対
す
る
知
識
を
学
ぶ
 

―

①
②
③
共
通
―

 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

H
無
料
 

D
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
譖
八
潮
青
年
会
議
所
・
佐
藤
（
蕁

0
9
0
＝
2
4
0
8
＝
3
0
0
1
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
9
9
4
＝
6
4
7
8
）
へ
 

 

わ
ら
じ
づ
く
り
体
験
講
座
 

B
7
月
12
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

E
小
学
生
以
上
 

C
資
料
館
 

G
わ
ら
じ
の
作
り
方
を
勉
強
し
て
、
自
分

の
わ
ら
じ
を
作
る
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
財
保
護
課

（
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
）
へ
 
 

 

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
 

（
展
示
・
入
札
）
 

B
7
月
1
日
貂
〜
9
日
貉
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
土
・
日
を
除
く
）
 
 

C
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

E
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方
 

G
入
札
に
よ
る
家
具
お
よ
び
自
転
車
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
販
売
（
入
札
は
1
人
1
点
）
 

※
落
札
し
た
方
に
は
、
7
月
11
日
貊
午
後

1
時
以
降
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
 
 

I
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
9
9
7
＝
6
6

9
6
 
 

 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
車
の
点
検
も
大

切
で
す
が
、
運
転
チ
ェ
ッ
ク
も
と
き
ど
き

行
い
ま
し
ょ
う
。
 

B
7
月
14
日
豺
、
午
前
9
時
20
分
〜
11
時

45
分
 

C
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
5
1
1

番
地
蕁
9
9
7
＝
5
1
5
1
）
 

E
市
内
在
住
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
取

得
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

I
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
9
4
3
＝
0
1

1
0
A
4
1
1
 
 

 

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
 

 

映
写
技
術
の
講
習
会
 

B
7
月
26
日
貍
・
27
日
豸
、
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
 
 

C
八
幡
公
民
館
 

G
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ⅰ「
映
画
」コ
ー
ス
 

A
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト
「
視
聴
覚
教
育

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
」
 

H
無
料
（
テ
キ
ス
ト
を
購
入
す
る
場
合
は
、

1
5
8
0
円
）
 

F
10
人
（
申
込
順
）
 

D
7
月
9
日
ま
で
に
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

9
9
5
＝
6
2
1
6
）
へ
申
込
書
を
提
出
 

 

親
子
で
市
政
見
学
会
 

B
8
月
5
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

（
午
前
9
時
50
分
市
役
所
玄
関
前
集
合
）
 

E
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

G
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
東
部
給
食
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
資
料
館
を
市
の
バ
ス
で
見
学
 

A
筆
記
用
具
 

F
15
組
（
申
込
順
）
 

H
1
人
5
0
0
円
（
昼
食
代
）
 

D
7
月
18
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
広
聴
広
報
課
（
蕁
A
2
2
6
）
へ
 

     

夏
期
学
童
保
育
（
臨
時
）
指
導
員
 

B
7
月
22
日
貂
〜
8
月
29
日
貊
、
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
 

C
学
童
保
育
所
5
カ
所
（
わ
か
く
さ
、
た

け
の
こ
、
や
わ
た
、
や
な
ぎ
の
み
や
、
お

お
ぜ
）
 
 

E
保
育
士
ま
た
は
教
員
の
資
格
の
あ
る
方

お
よ
び
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
 

G
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育

（
学
童
保
育
指
導
員
の
補
助
）
 

H
時
給
8
5
0
円
 
 

F
5
人
（
面
接
あ
り
）
 
 

D
7
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
 
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
3
1
4
 
 

 

平
成
16
年
成
人
式
検
討
委
員
 

　
毎
年
、
成
人
式
の
企
画
、
運
営
を
新
成

人
自
ら
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
の
成
人
式
に
つ
い
て
も
、
成
人
式
を
開

催
す
る
か
否
か
を
含
め
、
新
成
人
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
開
き
、
成
人
式
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
 

E
昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
昭
和
59
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
方
 

D
7
月
9
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
教
育
課
（
蕁
A
3
9
2
）
へ
 
 

 

市
営
住
宅
入
居
者
 

入
居
予
定
日
＝
8
月
上
旬
 
 

C
大
原
団
地
1
号
棟
（
八
潮
6
丁
目
27
番

地
5
）
 
 

G
3
Ｄ
Ｋ
 
 

F
1
戸
（
募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
）
 
 

H
月
額
2
万
1
0
0
円
〜
4
万
4
1
0
0

円
 
 

D
6
月
25
日
〜
7
月
4
日
、
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
）
 

※
申
し
込
み
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

I
建
築
課
蕁
A
3
2
4
・
3
2
6

オウム真理教転入届不受理処分 
取消等請求事件について 

公
聴
会
 

対
象
と
な
る
都
市
計
画
 

閲
覧
期
間
・
場
所
 

ご
意
見
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
！
 

　
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
 

　
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
 

体 験 学 習 参 加 者 募 集  体 験 学 習 参 加 者 募 集  体 験 学 習 参 加 者 募 集  

青少年ボランティア体験学習 

こどもおもしろ体験学習 

申し込みは、6月25日から八條公民館（蕁994ー3200）へ・申込順 
※公民館安全互助会に入会されていない方は500円かかります。 

　　　　（平成16年３月31日まで有効） 

公民館 
ボランティア 
高齢者福祉施
設ボランティ
ア 
資源ごみ分別 
ボランティア 
図書館 
ボランティア 

八條公民館に来る幼児・子ども達
の遊び相手や公民館事業への協力 
市内高齢者福祉施設入所者、通所
者との交流（社会福祉法人一寿会
ケアハウスやしお寿苑） 
リサイクルプラザで資源ごみの分
別体験 
八條図書館の休館日に簡単な図書
館業務を体験。書架整理など 

平成16年3月31日ま
での放課後、休日等 

7/12（土） 
9：00～11：30 
 
7/22（火） 
9：30～11：30 
7/31（木） 
13：00～15：00 

30人 
 
 
10人 
 
10人 
 

10人 

おもしろ 
科学実験 

ともだち 
つくろう  
 
合宿体験 
（1泊2日） 
 
 
天体観察会 
 
地域自然 
観察会 
 

じゃがいも
づくりに 
挑戦 

筆記用具 
 

運動のできる服装、
タオル 
 

寝巻き、着替え、 
タオルケット等 
実費：700円 
 

筆記用具 
低学年保護者同伴 
 
筆記用具、帽子 
汚れてもよい服装 
 

筆記用具・軍手等 
汚れてもよい服装 
実費：300円 

気軽に楽しめる科学
実験 

みんなで楽しむレク
リエーションゲーム 
 
市内公共施設で宿泊
体験をする。 
老人福祉センターす
えひろ荘　他 
夏の星座と星の観
察。6万年ぶりに火
星が大接近 
身近にある自然にふ
れる（ネイチャーゲーム…） 
 
 
野菜づくりの楽しさ
を体験する。 

7/19（土） 
10：00～12：00 

7/26（土） 
13：30～15：30  
 
8/2（土）13：00～ 
8/3（日）11：00 
 

8/20（水） 
18：30～20：45  
8/22（金） 
9：30～11：30 
【植え付け】 
8/23（土） 
9：30～11：30 
【収　　穫】 
11/8（土） 
9：30～11：30 
 

小学生20人 
 
 
小学生30人 
 
 
小学4年～ 
中学生20人 
 

小学生～ 
中学生20人  
小学4年～ 
6年生10人 
 
 
小学4年～ 
中学生10人 

学習テーマ 

学習テーマ 日　　時 定　員 学　習　内　容 持ち物 

活動日等 定　員 学　習　内　容 

　７月１日から、住民票や戸籍の
届け出、県税の納税証明書の請求
を行う場合に、運転免許証、パス
ポート、保険証などにより、本人
確認をさせていただくことになり
ました。 
 不正な届け出や請求を防止し、
皆さんの個人情報を保護するため
に、ご協力をお願いします。 
 
◆住民異動および戸籍の届け出 
　次の届け出を行う場合は、身分
証明書などの提示にご協力くださ
い。 
住民異動届出（転入・転出・転居
届） 
戸籍の創設的な届出（婚姻・離婚・
養子縁組など） 
I市民課蕁A２１３ 

◆納税証明書の
請求 
　県税に関する
納税証明書（自
動車税継続検査
用納税証明書を
除く）を請求す
る場合は、公的
機関の発行した身分証明書などの
提示にご協力ください。また、代
理人が請求する場合は、委任状の
提出と代理人自身の本人確認が必
要となります。 
I越谷県税事務所 
蕁０４８ー９６２ー２１９１豎 
　自動車税事務所 
蕁０４８ー６２３ー０２２６ 
　県税務課 
蕁０４８ー８３０ー２６５３ 

（３）　　広報 平成15年６月25日　（２） No.623


